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カ エ ル 緑色桿体の電気的応答

東 真美 （大阪教育大 ・保健）

Green 　rod 　responses 　of 　frog　retina

MASAMI 　 AZUMA

第 47回 大会一般講演要旨

　 両生類 の 網 膜 に は 4 種類 の 視細胞 が 存在 し，そ れ

ぞれ赤色桿体，緑色桿体，単
一

錐体，重複錐体と呼

ば れ る。こ の 研 究 の 目的 は ， こ れ らの 視細胞 に 基 づ

く電気的応答を 細胞外電蘯で 分離 す る こ と，特 に 緑

色桿体の 応 答を 分離 し そ の 生 理 機能 を 明 らか に す る

こ とで あ る。Rana　 eSCutenta の 剥離網膜を 生理 的食

塩水 （NaC1 ：80，0mM ，　KCI ：2．OmM ，　CaC 且2 ：0．3m

M ，MgC 且2 ：0．　1　mM ，　 NaHePO4 ： 1．5mM
，
　 Na2H

PO ，
： 13、5mM

，
　 Glucose ：5．　OmM ，

　 pH7 ，8）で 灌流

しな が ら ERG を．灌流液？：　5mM の Na・Asp，を 加

え て 挽期受容器電位 （LRP ＞を 記録 した 。 暗順応条

件 で は ，ERG の b 波 ま た は LRP の 大き さ を 指標

に し た 視感度 曲線 は ，赤 色 桿体 の 視物質 ロ ド プ シ ン

の 吸 収曲線に
一

致す る 。 白色光に よ る 明順応 で は ，

赤色桿体 に 基 づ く b 波 の 感度が 低 下 し，錐体 と緑色

桿体 の 応答が 現れ る。順応光 を強 くす る と ， 緑色桿

体 の 応答は よ り顕著に な る 。 色光に よ る 順応 も，錐

体 ま た は 緑色桿体 の 応答 を 分離す る の に 有効 で あ

る。ま た全 卩 ド プ シ ン の 約 90％を 退色 さ せ る 光で 照

射後暗 順 応す る と，緑 色桿体 の 応答が 暗 順 応 の 早期

に 分離出来 る 。

一
方，LRP の 測定 で は ，

い ずれ の 条

件 で も緑色捍体 の 応答は 分離 で きな か っ た 。 緑色桿

体 の 数 が少 な く，全体 と して 赤 色 桿俸 や 錐体 に 匹敵

す る 程大きな LRP が出ない こ とが 原因 と考 え られ

る 。 b波 の 発生場所 は MUIIer 細胞 だ と い わ れ る が ，

視細胞 の 興 奮 が 何 らか の 形 で 増巾 され た もの で，視

覚の 研究に 有効 な 応答だ と考え られ る 。 明順応 で 緑

色桿体が 良 く機能 す る こ と は，こ れ が 魚 類 や 霊 長類

の 青錐体に 相当す る もの で あ る こ とを推定 させ る 。

モ ン シ ロ チ ョ ウ複眼 に おけ る視細胞
一 2次神経細胞

の 連絡 皿，視細胞軸索の 長繊維と短繊碓
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　 モ ン シ ロ チ
ョ ウ （Pieris　raPae ） の 複眼 で は ， 各

個限 の 網膜 は 9 個 の 視細胞 （末梢側視細胞 4 ，中枢

側視細 胞 4 ，基底 視細胞 1 ）か ら構成 され る 。
こ の

視細胞 の 個眼毎 の 軸索束は ， 隣接個眼 か らの 軸索束

と組み 換 え を起す こ と な く，同 し束の まま第 1 視神

経叢 に 入 り， 4 個 の 単極姓神経細胞 の 軸索束 と シ ナ

プ ス 連絡 を しつ つ カ ー ト リ ッ ジ を 構 成 す る 。 今 回

は ，第 1 視神経叢 の 外網状層 に お け る カ ー ト リ ッ ジ

を電顕観察 し，次の 結果を得た 。 視細胞軸索 に は ，

第 1 視神 経 叢 の 2 次 神経 細胞 と シ ナ プス 連絡を しな

が ら，こ の 叢 で 終 る短繊維 と，こ の 視神経叢 を 通 過

し て第 2 視神経叢ま で 伸 びて い る 長繊維があ る 。 単
一

個眼 に 由来す る 9 本 の 視細胞軸索 の うち，3 本が

長 繊維 で あ る と推測 され る 。 その 1 本 は 基底視細胞

か ら 出た もの で あ り，常 に カ ー一ト リ ッ ジ の 中 軸を 走

る 。 こ の 軸索は 分岐を 殆 ん ど出 さ な い が，単極性神

経細胞 に 対 して は シ ナ プ ス 連絡 を す る。長繊 維 の 残

りの 2 本 は ，中枢側視細胞 か ら伸 び て い る もの と判

断 され るが，そ れ が 4個 の うち の どれ なの か は，ま

だ 不 明 で あ る 。
カ ー

ト リ ッ ジ の 底辺 に 当る 層 で は，

2 次神経細胞 の うち の 1 個 が ， 軸索 か ら分岐を水 平

方向に 伸ば して い る。 こ れ は 恐 らく，カ
ー

ト リ ッ ジ

問 の 連絡要素 と考え られ る Q ま た ， 遠心性神経縦胞

の 軸索 か ら分岐した 多数 の 細 い 分枝 が， カ
ー

ト リ ッ

ジ の 周 囲 に 見 られ る。そ の 幾 つ か は，明 らか に 視 細

胞軸索 に 対 して シ ナ プ ス 連絡 を して い る 。
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